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序

中
国
文
学
三
千
年
の
精
華
が
詩
で
あ
り
、
そ
の
極
致
が
唐
代
三
百
年
に
あ
る
と
の

考
え
方
は
、
今
日
の
通
説
と
な
っ
て
い
る
。
初
唐
・
盛
唐
・
中
唐
・
晩
唐
に
活
躍
し

た
詩
人
は
夥
し
く
、
彼
ら
が
生
み
出
し
た
詩
篇
も
数
多
く
遺
さ
れ
て
い
る
。
作
家
と

題
材
と
様
式
の
三
点
は
、
文
学
が
成
立
す
る
た
め
の
必
須
条
件
で
あ
ろ
う
が
、
唐
詩

で
は
そ
れ
ら
の
何
れ
も
が
、
漢
魏
六
朝
詩
の
長
い
伝
統
を
継
承
し
つ
つ
、
広
大
な
裾

野
を
形
成
し
て
い
る
。
題
材
に
限
定
し
て
み
て
も
、
離
別
・
閨
怨
・
辺
塞
・
行
旅
・

飲
酒
・
登
覧
・
遊
宴
・
山
水
・
田
園
・
詠
史
・
懐
古
・
遊
仙
・
挽
歌
・
悼
亡
・
諷
諭
・

閑
適
・
感
傷
…
…
等
々
の
分
野
が
想
起
さ
れ
、
そ
の
多
様
な
世
界
に
は
瞠
目
す
べ
き

も
の
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
こ
の
詩
人
と
題
材
の
間
に
親
疎
関
係
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
は
、
中
国
の

古
典
詩
を
読
む
上
で
十
分
に
留
意
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
李
白
に
と
っ
て

離
別
詩
は
、
極
め
て
高
い
適
性
を
示
す
題
材
で
あ
っ
た
の
に
対
し
て
、
杜
甫
に
お
い

て
そ
れ
は
、
必
ず
し
も
不
可
欠
な
主
題
と
は
な
り
得
て
い
な
い
。
つ
ま
り
詩
人
が
題

材
を
選
択
す
る
と
同
時
に
、
題
材
も
ま
た
詩
人
を
指
定
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
中
唐

に
登
場
し
た
白
居
易
は
、
生
涯
に
あ
っ
て
多
数
の
題
材
に
挑
戦
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
大

き
な
成
果
を
収
め
て
い
る
。
今
回
の
論
考
で
は
そ
れ
ら
の
な
か
か
ら
、
特
に
書
懐
・

言
志
・
感
遇
を
主
題
と
す
る
詠
懐
詩
を
取
り
上
げ
、
詩
人
と
題
材
の
関
係
に
つ
い
て

重
点
的
な
考
察
を
試
み
た
い
と
思
う
。
彼
は
生
来
的
に
議
論
好
き
で
あ
り
、
論
理
的

な
思
考
と
情
緒
的
な
感
性
と
が
矛
盾
無
く
併
存
し
て
い
る
知
識
人
で
あ
る
が
、
そ
の

個
性
が
詠
懐
詩
と
い
う
特
定
の
領
域
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
相
貌
を
示
し
て
い
る
の

か
は
、
詩
人
論
・
作
家
論
と
し
て
も
興
味
深
い
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

 　

詠
懐
詩
の
伝
統

中
国
詩
史
に
お
け
る
詠
懐
詩
の
起
点
は
、「
竹
林
七
賢
」
と
し
て
名
高
い
魏
の
阮
籍

に
な
る
「
詠
懐
詩
十
三
首
」（
四
言
）
及
び
「
詠
懐
八
十
二
首
」（
五
言
）
で
あ
る①
。
こ

の
長
大
な
連
作
詩
で
は
、
苦
悩
に
満
ち
た
人
生
や
処
世
に
対
す
る
冷
徹
な
分
析
が
、

繰
り
返
し
な
さ
れ
て
い
る
。
単
な
る
一
過
性
の
感
情
を
激
情
の
ま
ま
に
詠
い
上
げ
る

の
で
は
な
く
、
自
己
の
内
面
に
厚
く
沈
殿
し
た
「
懐
」
い
が
内
省
的
に
語
ら
れ
る
の

で
あ
る
。こ
の
意
味
で
詠
懐
詩
の
作
者
は
、確
た
る
思
想
や
理
念
を
有
す
る
者
で
あ
っ

た
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
阮
籍
は
魏
晋
交
替
の
暗
黒
時
代
を
生
き
抜
い
た
文
人
で

あ
る
が
、
そ
れ
だ
け
に
総
計
九
十
五
首
の
作
品
の
何
れ
も
、
抒
情
と
説
理
が
交
互
に

切
り
結
ぶ
緊
張
し
た
詩
情
に
よ
っ
て
貫
か
れ
て
い
る
。

梁
の
蕭
統
（
昭
明
太
子
）
は
、
自
ら
が
編
纂
し
た
詞
華
集
『
文
選
』
に
あ
っ
て
、
わ

ざ
わ
ざ
「
詠
懐
」
の
部
立
を
設
け
、そ
の
巻
二
十
三
の
筆
頭
に
、阮
籍
の
詠
懐
詩
十
七

首
を
配
し
て
い
る
。「
文
選
序
」
末
尾
に
掲
げ
る
「
事
出
於
沈
思
、義
帰
乎
翰
藻
」
の

入
選
基
準
に
適
合
す
る
詩
篇
と
し
て
、十
七
首
に
及
ぶ
作
品
群
を
収
録
し
た
こ
と
は
、

文
芸
批
評
家
た
る
蕭
統
の
慧
眼
を
よ
く
示
し
て
い
る
。
他
に
採
ら
れ
た
作
品
が
、
謝

恵
連
の
「
秋
懐
」
と
欧
陽
建
の
「
臨
終
詩
」
の
僅
か
二
首
に
留
ま
る
こ
と
は
、
阮
籍

〔一〕

〔二〕

白
居
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詠
懐
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い
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―
抒
情
と
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理
の
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境
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詠
懐
詩
に
対
す
る
並
々
な
ら
ぬ
高
い
評
価
を
表
し
て
い
る
。
か
く
し
て
中
国
歴
代
の

文
学
者
達
は
、
詠
懐
と
い
う
題
材
を
選
択
し
よ
う
と
す
る
時
、
必
然
的
に
先
行
す
る

阮
籍
の
作
品
が
想
い
起
こ
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
極
言
す
れ
ば
彼
の
文
学
は
、
詠
懐

詩
九
十
五
首
で
も
っ
て
完
結
し
て
い
る
と
判
断
さ
れ
よ
う
。
そ
れ
ら
多
く
の
作
例
か

ら
、
通
行
性
の
高
い
三
首
を
引
用
し
て
み
た
い
。

詠
懐
八
十
二
首
其
一

夜
中
不
能
寢　
　

夜
中
に
寢
ぬ
る
能
は
ず

起
坐
弾
鳴
琴　
　

起
坐
し
て
鳴
琴
を
弾
ず

薄
帷
鑑
明
月　
　

薄
き
帷と

ば
りは

明
月
に
鑑て

り

清
風
吹
我
衿　
　

清
き
風
は
我
が
衿
を
吹
く

孤
鴻
號
外
野　
　

孤
鴻　

外
野
に
號
び

翔
鳥②
鳴
北
林　
　

翔
鳥　

北
林
に
鳴
く

徘
徊
将
何
見　
　

徘
徊
し
て
将は

た
何
を
か
見
ん

憂
思
独
傷
心　
　

憂
思
し
て
独
り
心
を
傷
ま
し
む

　

詠
懐
八
十
二
首
其
十
七

独
坐
空
堂
上　
　

独
り
坐
す
空
堂
の
上

誰
可
與
親③
者　
　

誰
か
與と

も

に
親
し
む
可
き
者
ぞ

出
門
臨
永
路　
　

門
を
出
で
て
永
路
を
臨
む
も

不
見
行
車
馬　
　

行
く
車
馬
を
見
ず

登
高
望
九
州　
　

高
き
に
登
り
て
九
州
を
望
め
ば

悠
悠
分
曠
野　
　

悠
悠
と
し
て
曠
野
分
か
る

孤
鳥
西
北
飛　
　

孤
鳥　

西
北
に
飛
び

離
獣
東
南
下　
　

離
獣　

東
南
に
下
る

日
暮
思
親
友　
　

日
暮
れ
て
親
友
を
思
ひ

晤
言
用
自
冩　
　

晤
言
し
て
用も

っ

て
自
ら
冩の

ぞ

か
ん

　

詠
懐
八
十
二
首
其
三
十
三

一
日
復
一
夕　
　

一
日
復
た
一
夕　

一
夕
復
一
朝　
　

一
夕
復
た
一
朝

顔
色
改
平
常　
　

顔
色
は
平
常
を
改
め

精
神
自
損
消　
　

精
神
は
自
ら
損
消
す

胸
中
懐
湯
火　
　

胸
中
に
湯
火
を
懐
き

変
化
故
相
招　
　

変
化
故こ

と
さ
らに

相
ひ
招
く

萬
事
無
窮
極　
　

万
事　

窮
極
無
く

知
謀
苦
不
饒　
　

知
謀　

饒お
ほ

か
ら
ざ
る
に
苦
し
む

但
恐
須
臾
間　
　

但
だ
恐
る
須
臾
の
間
に

魂
気
随
風
飄　
　

魂
気
の
風
に
随
ひ
て
飄

ひ
る
が
える

を

終
身
履
薄
冰　
　

終
身　

薄
冰
を
履
む

誰
知
我
心
焦　
　

誰
か
知
ら
ん
我
が
心
の
焦こ

が

る
る
を

全
て
孤
高
と
は
な
り
得
な
い
究
極
の
孤
絶
を
凝
視
し
て
詠
わ
れ
た
作
品
で
あ
る
。

三
首
に
共
通
す
る
「
孤
」「
独
」
の
重
出
と
深
い
「
憂
思
」
の
表
白
は
、彼
が
身
を
置

い
た
苛
酷
で
無
慈
悲
な
政
治
環
境
を
抜
き
に
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
全
く
理
解
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
。
特
に
「
詠
懐
其
三
十
三
」
の
終
末
二
句
「
終
身
履
薄
冰
、
誰
知
我
心

焦
」
は
、
そ
の
偽
ら
ざ
る
心
情
の
吐
露
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
蕭
統
と
同
じ
梁
代
に

登
場
し
た
詩
論
家
鍾
嶸
も
、
そ
の
著
書
『
詩
品
』
に
お
い
て
阮
籍
の
五
言
詩
を
最
高

位
の
「
上
品
」
に
据
え
、
次
の
よ
う
な
評
定
を
下
し
て
い
る
。

其
源
出
於
小
雅
、
無
雕
蟲
之
功
。
而
詠
懐
之
作
、
可
以
陶
性
霊
、
発
幽
思
。
言
在

耳
目
之
内
、
情
寄
八
荒
之
表
、
洋
洋
乎
会
於
風
雅
、
使
人
忘
其
鄙
近
、
自
致
遠
大
。
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頗
多
感
慨
之
詞
、
厥
旨
淵
放
、
帰
趣
難
求
、
顔
延
年
注
、
怯
言
其
志
。

『
詩
品
』
三
巻
が
取
り
上
げ
る
詩
人
は
、
漢
か
ら
梁
ま
で
の
百
二
十
三
名
で
あ
る

が
、
そ
の
淵
源
が
『
詩
経
』
の
「
小
雅
」
か
ら
出
て
い
る
と
さ
れ
る
の
は
、
阮
籍
た

だ
一
人
の
み
で
あ
る
。
こ
の
評
言
は
ま
た
、
彼
の
詠
懐
詩
が
中
国
韻
文
史
の
系
譜
か

ら
み
て
も
、
異
質
か
つ
特
殊
な
も
の
で
あ
り
、
表
現
や
詩
想
が
隠
微
・
深
遠
・
放
逸

で
あ
る
と
認
識
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ほ
ぼ
同
時
代
に
成
立
し
た
斉

の
劉
勰
『
文
心
雕
龍
』
が
、「
阮
旨
遙
深
、
故
能
標
焉
」（
明
詩
第
六
）「
嗣
宗
俶
儻
、

故
響
逸
而
調
遠
」（
体
性
第
二
十
七
）
の
如
く
、
ほ
ぼ
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る
の
は

こ
の
事
実
の
有
力
な
証
左
と
な
る
。

阮
籍
以
前
に
も
漢
の
仲
長
統
「
見
志
詩
二
首
」、魏
の
曹
植
「
言
志
詩
」、何
晏
「
言

志
詩
」、

康
「
述
志
詩
二
首
」
の
作
品
が
あ
る
が
、
本
格
的
な
詠
懐
文
学
は
、
彼
の

長
篇
連
作
詩
に
よ
っ
て
初
め
て
確
立
さ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
。
そ
し
て
こ
の
題
材
は

そ
の
後
も
、
直
接
間
接
に
後
代
の
詩
人
へ
と
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
試
み

に
楴 
欽
立
輯
校
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』
に
拠
れ
ば
、
晋
朝
以
降
に
制
作
さ
れ
た

詠
懐
詩
の
総
数
は
六
十
首
に
達
し
て
い
る
。
と
り
わ
け
宋
の
鮑
照
と
王
素
、
梁
の
江

淹
、
北
周
の
庾
信
に
阮
籍
の
模
擬
詩
が
あ
る
こ
と
は
、「
詠
懐
＝
阮
籍
」
と
い
う
図
式

が
既
に
出
来
上
が
っ
て
い
た
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
そ
れ
だ
け
彼
の
存
在
が
大
き

か
っ
た
と
言
え
よ
う
。

○
張
翼
「
詠
懐
詩
三
首
」（
晋
詩
巻
十
二
）
○
支

「
詠
懐
詩
五
首
」「
述
懐
詩
二
首
」

（
晋
詩
巻
二
十
）
○
史
宗
「
詠
懐
詩
」（
晋
詩
巻
二
十
）
○
鮑
照
「
擬
阮
公
夜
中
不
能

寐
詩
」（
宋
詩
巻
九
）
○
王
素
「
学
阮
歩
兵
体
詩
」（
宋
詩
巻
十
）
○
江
淹
「
雑
体
詩

三
十
首
其
九
、阮
歩
兵
籍
詠
懐
」「
效
阮
公
詩
十
五
首
」（
梁
詩
巻
四
）
○
呉
均
「
詠

懐
詩
二
首
」（
梁
詩
巻
十
一
）
○
庾
信
「
擬
詠
懐
詩
二
十
七
首
」「
和
張
侍
中
述
懐
詩
」

（
北
周
詩
巻
三
）「
奉
和
永
豊
殿
下
言
志
詩
」（
北
周
詩
巻
四
）。

魏
の
阮
籍
を
先
蹤
と
す
る
詠
懐
文
学
は
、
こ
れ
ら
の
詩
人
達
に
も
受
け
継
が
れ
て

い
る
が
、
自
己
省
察
を
含
む
複
雑
な
感
慨
を
説
く
と
い
う
点
で
は
、
東
晋
か
ら
劉
宋

へ
の
不
安
定
な
変
革
期
を
生
き
た
陶
淵
明
の
存
在
を
無
視
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
で

あ
ろ
う
。
彼
の
文
学
は
、
詠
懐
と
田
園
の
ほ
ぼ
二
つ
に
絞
り
込
む
こ
と
が
可
能
で
あ

ろ
う
が④
、
そ
こ
で
は
、
不
遇
な
生
涯
を
送
っ
た
過
去
の
士
人
群
像
、
固
窮
に
生
き
る

隠
士
の
処
世
、
迫
り
来
る
死
の
超
克
な
ど
が
何
度
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
自
ら
が
抱
え

る
深
刻
な
問
題
が
追
究
さ
れ
て
い
る
。
陶
淵
明
の
詩
題
に
は
詠
懐
・
書
懐
・
述
懐
な

ど
の
言
葉
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
作
品
の
内
容
の
大
半
は
ま
さ
し
く
詠
懐
詩
そ
の
も

の
で
あ
り
、
貴
族
主
導
の
六
朝
期
の
世
界
に
あ
っ
て
、
独
自
の
存
在
を
主
張
し
て
い

る
。
魏
晋
と
晋
宋
と
い
う
時
代
環
境
も
類
似
し
て
お
り
、
彼
は
間
違
い
な
く
阮
籍
に

次
ぐ
詠
懐
詩
人
と
言
え
る
。
飢
餓
に
直
面
し
つ
つ
も
、
力
強
く
生
き
抜
く
決
意
を
詠

う
典
型
的
な
詩
篇
一
首
を
掲
出
し
て
み
る
。
因
み
に
本
詩
の
序
に
は
、「
旧
穀
既
没
、

新
穀
未
登
。
頗
為
老
農
、
而
値
年
災
。
日
月
尚
悠
、
為
患
未
已
。
登
歳
之
功
、
既
不

可
希
。
朝
夕
所
資
、
煙
火
裁
通
。
旬
日
已
来
、
始
念
飢
乏
。
歳
云
夕
矣
、
慨
然
永
懐

0

0

0

0

。

今
我
不
述
、
後
世
何
聞
哉
」
と
あ
る
。
本
詩
を
陶
氏
詠
懐
詩
の
代
表
作
と
す
る
所
以

で
あ
る
。

　

有
会
而
作　

会さ
と

る
こ
と
有
り
て
作
る

弱
年
逢
家
乏　
　

弱
年
に
し
て
家
の
乏ま

づ

し
き
に
逢
ひ

老
至
更
長
飢　
　

老
い
の
至
り
て
は
更
に
長つ

ね

に
飢
う

菽
麦
実
所
羨　
　

菽
麦
す
ら
実ま

こ
とに

羨
む
所

孰
敢
慕
甘
肥　
　

孰た
れ

か
敢
へ
て
甘
肥
を
慕
は
ん
や

如
亜
九
飯　
　

で
き

と
し
て
九
飯
に
亜つ

ぐ
が
如
く

當
暑
厭
寒
衣　
　

暑
に
当
た
り
て
は
寒
衣
を
厭
ふ

歳
月
将
欲
暮　
　

歳
月
将
に
暮
れ
ん
と
欲
す
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如
何
辛
苦
悲　
　

如
何
せ
ん
辛
苦
の
悲
し
き
を

常
善
粥
者
心　
　

常
に
粥
者
の
心
を
善
し
と
し

深
念
蒙
袂
非　
　

深
く
蒙
袂
の
非
な
る
を
念
ふ

嗟
来
何
足
吝　
　

嗟
来
は
何
ぞ
吝う

ら

む
に
足
ら
ん

徒
没
空
自
遺　
　

徒
い
た
づ
らに

没
し
て
空
し
く
自
ら
遺う

し
なへ

る
の
み

斯
濫
豈
攸
志　
　

斯こ
こ

に
濫み

だ

る
は
豈
に
志
す
攸と

こ
ろな

ら
ん
や

固
窮
夙
所
帰　
　

固
よ
り
窮
す
は
夙つ

と

に
帰
す
る
所

餒
也
已
矣
夫　
　

餒う

ゑ
や
已
ん
ぬ
る
夫か

な

在
昔
余
多
師　
　

在い
に
し
へ昔

に
は
余わ

れ

に
師
多
し

陶
淵
明
晩
年
の
作⑤
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
躬
耕
か
ら
凶
作
・
貧
窮
・
飢
餓
へ
と

続
く
厳
し
い
田
園
生
活
で
、「
会さ

と

る
こ
と
有
り
て
作
ら
れ
た
」
五
言
十
六
句
か
ら
な
る

古
体
詩
。『
礼
記
』（
檀
弓
）
に
見
え
る
「
黔
敖
」
と
「
蒙
袂
者
」
の
説
話⑥
、そ
し
て
ま

た
『
論
語
』（
衛
霊
公
）
が
説
く
「
斯
濫
」
と
「
固
窮
」
の
故
事⑦
を
採
用
し
て
、
自
己

の
体
面
に
拘
泥
せ
ず
（
何
足
吝
）、
貧
な
る
現
況
を
あ
り
の
ま
ま
に
受
け
入
れ
（
餒
也

已
矣
夫
）、
そ
の
貧
窮
の
な
か
を
道
義
的
に
生
き
抜
く
（
固
窮
）
と
い
う
人
生
観
が
開

陳
さ
れ
て
い
る⑧
。陶
詩
全
般
に
顕
著
な
こ
う
し
た
詩
的
思
索
や
詩
的
説
理
の
傾
向
は
、

結
果
と
し
て
広
義
の
優
れ
た
詠
懐
詩
を
量
産
さ
せ
る
契
機
に
な
っ
た
と
推
測
さ
れ

る
。
こ
の
意
味
か
ら
も
、
陶
淵
明
は
「
哲
理
的
詩
人
」
と
呼
ぶ
の
に
相
応
し
い
。

阮
籍
か
ら
陶
潜
へ
と
到
る
詠
懐
詩
の
水
脈
は
、
唐
代
に
入
る
と
初
唐
の
陳
子
昂
の

「
感
遇
詩
三
十
八
首
」（『
全
唐
詩
』
巻
八
十
三
）、盛
唐
の
張
九
齢
「
感
遇
十
二
首
」（
同

前
巻
四
十
七
）、
盛
唐
の
李
白
「
古
風
五
十
九
首
」（
同
前
巻
百
六
十
一
）、
盛
唐
の
杜
甫

「
自
京
赴
奉
先
縣
詠
懐
五
百
字
」（
同
前
巻
二
百
十
六
）「
詠
懐
古
跡
五
首
」（
同
前
巻

二
百
三
十
）の
如
く
一
気
に
拡
大
し
て
い
く
。
特
に
詩
聖
杜
甫
が
五
百
字
に
及
ぶ
長
篇

の
五
言
古
体
詩
や
五
首
連
作
の
七
言
律
詩
で
詠
懐
詩⑨
を
制
作
し
た
こ
と
は
、
唐
代
詩

史
の
観
点
か
ら
も
大
き
な
意
義
を
持
つ
。
古
体
詩
型
や
連
作
形
式
で
詠
わ
れ
る
こ
と

が
多
か
っ
た
詠
懐
詩
の
伝
統
に
、
長
篇
化
や
近
体
詩
と
い
う
斬
新
な
詠
法
を
導
入
し

た
か
ら
で
あ
る⑩
。

こ
の
よ
う
に
盛
唐
ま
で
の
詩
人
に
よ
っ
て
試
作
さ
れ
て
き
た
詠
懐
詩
は
、
続
く
中

唐
の
白
居
易
に
よ
っ
て
画
期
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
。
説
理
的
抒
情
性
を
主
た
る
作

風
と
す
る
こ
の
詩
人
の
登
場
は
、
従
来
ま
で
の
詠
懐
と
い
う
題
材
に
一
層
の
厚
み
と

深
み
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
次
節
以
降
で
は
個
々
の
作
品
に
即
し
な
が

ら
、
白
居
易
詠
懐
詩
の
諸
相
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
考
察
を
加
え
て
い
き
た
い
。　
　

　

 　

白
居
易
詠
懐
詩
の
制
作
状
況

結
論
か
ら
言
え
ば
、
作
者
の
何
か
し
ら
の
「
懐
」
い
を
「
詠
」
う
詠
懐
詩
は
、
飲

酒
・
登
高
・
経
世
・
自
適
・
感
傷
・
歳
時
等
々
、
複
数
の
題
材
に
ま
で
架
橋
し
伸
張

し
て
い
る
。
先
に
述
べ
た
東
晋
の
陶
淵
明
は
、そ
の
わ
か
り
や
す
い
先
例
と
言
え
る
。

そ
し
て
そ
れ
ら
全
て
を
広
義
の
詠
懐
詩
と
す
る
な
ら
ば
、
詩
題
に
詠
懐
・
書
懐
・
述

懐
・
諭
懐
・
吟
懐
・
言
懐
・
写
懐
・
遣
懐
・
感
懐
さ
ら
に
は
詠
意
・
書
意
・
自
解
・

自
覚
な
ど
の
語
を
含
み
、
な
お
か
つ
一
首
全
体
が
説
理
的
性
格
を
帯
び
る
作
品
を
、

狭
義
の
詠
懐
詩
と
規
定
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
白
居
易
の
詠
懐
文
学
は
、
こ

れ
ら
狭
義
の
詩
篇
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
周
縁
を
有
懐
・
旅
懐
・
病
懐
・
秋
懐
・
秋

意
・
秋
思
・
道
情
・
叙
誠
・
書
誠
の
詩
題
を
含
む
詩
篇
が
取
り
囲
み
、
さ
ら
に
そ
の

外
側
に
飲
酒
詩
や
閑
適
詩
に
代
表
さ
れ
る
各
種
の
題
材
群
が
、
い
わ
ば
同
心
円
状
に

拡
が
っ
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
本
稿
で
は
こ
の
う
ち
狭
義
の
詠
懐
詩
に

焦
点
を
絞
っ
て
検
討
し
、
そ
の
他
必
要
に
応
じ
て
広
義
の
作
例
に
も
言
及
し
て
い
く

こ
と
と
す
る
。
確
認
で
き
た
純
粋
な
白
氏
詠
懐
詩
五
十
五
首
に
つ
い
て
、
制
作
さ
れ

た
年
令
・
場
所
・
詩
型
を
列
挙
す
れ
ば
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
狭
義
の
詠
懐
詩
の
範

囲
を
確
定
さ
せ
る
こ
と
で
、
全
体
の
傾
向
と
特
色
が
自
ず
と
明
ら
か
に
な
る
と
思
わ

れ
る
。
因
み
に
作
品
の
配
列
は
時
系
列
に
拠
っ
て
い
る
。

〔三〕
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○
「
自
河
南
経
乱
、
関
内
阻
飢
、
兄
弟
離
散
、
各
在
一
処
。
因
望
月
有
感
、
聊
書

所
懐
、
寄
上
浮
梁
大
兄
、
於
潜
七
兄
、
烏
江
十
五
兄
、
兼
示
符
離
及
下

弟
妹
」

〔
0691
〕（
二
十
七
歳
頃
・
洛
陽
・
七
律
）
○
「
秋
暮
郊
居
書
懐
」〔
0685
〕（
二
十
九
歳
以
前
・

場
所
不
明
・
五
律
）
○
「
代
鄰
叟
言
懐
」〔
0690
〕（
二
十
九
歳
以
前
・
場
所
不
明
・
七
絶
）

○
「
別
元
九
後
詠
所
懐
」〔
0404
〕（
三
十
六
歳
・
長
安
・
五
古
）
○
「
早
秋
曲
江
感
懐
」

〔
0406
〕（
三
十
七
歳
・
長
安
・
五
古
）
○
「
秋
居
書
懐
」〔
0198
〕（
三
十
九
歳
・
長
安
・
五

古
）
○
「
詠
懐
」〔
0729
〕（
三
十
九
歳
・
長
安
・
七
絶
）
○
「
初
與
元
九
別
後
、
忽
夢

見
之
。
及
寤
而
書
適
至
、兼
寄
桐
花
詩
。
悵
然
感
懐
、因
以
此
寄
」〔
0421
〕（
三
十
九

歳
・
長
安
・
五
古
）
○
「
自
覚
二
首
其
一
」〔
0483
〕（
四
十
歳
・
下

・
五
古
）
○
「
遣

懐
」〔
0230
〕（
四
十
歳
か
ら
四
十
三
歳
ま
で
・
下

・
五
古
）
○
「
聞
庾
七
左
降
、
因
詠

所
懐
」〔
0242
〕（
四
十
一
歳
・
下

・
五
古
）
○
「
自
吟
拙
什
、
因
有
所
懐
」〔
0256
〕

（
四
十
一
歳
・
下

・
五
古
）
○
「
諭
懐
」〔
0472
〕（
四
十
一
歳
か
ら
四
十
二
歳
ま
で
・
下

・
五
古
）
○
「
李
十
一
舎
人
松
園
飲
小
酎
酒
、
得
元
八
侍
御
詩
、
序
云
、
在
臺
中

推
院
、
有
鞠
獄
之
苦
。
即
事
書
懐
、
因
酬
四
韻
」〔
0838
〕（
四
十
四
歳
・
長
安
・
七
律
）

○
「
端
居
詠
懐
」〔
0944
〕（
四
十
五
歳
・
江
州
・
七
律
）
○
「
詠
懐
」〔
0291
〕（
四
十
五
歳

か
ら
四
十
六
歳
ま
で
・
江
州
・
五
古
）
○
「
詠
意
」〔
0298
〕（
四
十
五
歳
か
ら
四
十
六
歳
ま

で
・
江
州
・
五
古
）
○
「
香
鑪
峯
下
新
置
草
堂
、
即
事
詠
懐
、
題
於
石
上
」〔
0303
〕

（
四
十
六
歳
・
江
州
・
五
古
）
○
「
詠
懐
」〔
0970
〕（
四
十
六
歳
・
江
州
・
七
律
）
○
「
詠

懐
」〔
0328
〕（
四
十
七
歳
・
江
州
・
五
古
）
○
「
自
到
潯
陽
、
生
三
女
子
、
因
詮
真
理
、

用
遣
妄
懐
」〔
1087
〕（
四
十
七
歳
・
江
州
・
七
律
）
○
「
遣
懐
」〔
1031
〕（
四
十
九
歳
・
江

州
・
七
律
）
○
「
遣
懐
」〔
0561
〕（
四
十
九
歳
・
忠
州
・
五
古
）
○
「
初
除
主
客
郎
中
知

制
誥
、
與
王
十
一
・
李
七
・
元
九
三
舎
人
中
書
同
宿
、
話
旧
感
懐
」〔
1215
〕（
四
十
九

歳
・
長
安
・
七
律
）
○
「
西
掖
早
秋
直
夜
書
意
」〔
0567
〕（
五
十
歳
・
長
安
・
五
古
）
○

「
衰
病
無
趣
、
因
詠
所
懐
」〔
0576
〕（
五
十
一
歳
・
長
安
・
五
古
）
○
「
詠
懐
」〔
0359
〕

（
五
十
一
歳
・
杭
州
・
五
古
）
○
「
閑
夜
詠
懐
、
因
招
周
協
律
・
劉
・
薛
二
秀
才
」〔
1334
〕

（
五
十
一
歳
・
杭
州
・
七
律
）
○
「
臘
後
歳
前
、
遇
景
詠
意
」〔
1339
〕（
五
十
一
歳
・
杭

州
・
七
律
）
○
「
銭
湖
州
以

下
酒
、
李
蘇
州
以
五
酘
酒
、
相
次
寄
到
。
無
因
同

飲
、
聊
詠
所
懐
」〔
1341
〕（
五
十
一
歳
・
杭
州
・
七
律
）
○
「
翫
新
庭
樹
、
因
詠
所
懐
」

〔
0370
〕（
五
十
三
歳
・
杭
州
・
五
古
）
○
「
去
歳
罷
杭
州
、
今
春
領
呉
郡
、
慚
無
善
政
、

聊
写
鄙
懐
、
兼
寄
三
相
公
」〔
2417
〕（
五
十
四
歳
・
蘇
州
・
五
排
）
○
「
詠
懐
」〔
2481
〕

（
五
十
五
歳
・
蘇
州
・
七
律
）
○
「
重
詠
」〔
2482
〕（
五
十
五
歳
・
蘇
州
・
五
律
）
○
「
出

使
在
途
、
所
騎
馬
死
、
改
乗
肩

、
将
帰
長
安
、
偶
詠
旅
懐
、
寄
太
原
李
相
公
」

〔
2557
〕（
五
十
七
歳
・
洛
陽
・
七
律
）
○
「
微
之
就
拝
尚
書
、
居
易
続
除
刑
部
、
因
書

賀
意
、
兼
詠
離
懐
」〔
2581
〕（
五
十
七
歳
・
長
安
・
七
律
）
○
「
戊
申
歳
暮
詠
懐
三
首

其
一
」〔
2713
〕（
五
十
七
歳
・
長
安
・
七
律
）
○
「
戊
申
歳
暮
詠
懐
三
首
其
二
」〔
2714
〕

（
五
十
七
歳
・
長
安
・
七
律
）
○
「
戊
申
歳
暮
詠
懐
三
首
其
三
」（
五
十
七
歳
・
長
安
・

七
律
）
○
「
詠
懐
」〔
2984
〕（
六
十
三
歳
・
洛
陽
・
五
古
）
○
「
詩
酒
琴
人
、
例
多
薄

命
、
予
酷
好
三
事
、
雅
当
此
科
、
而
所
得
已
多
、
為
幸
斯
甚
。
偶
成
狂
詠
、
聊
写

愧
懐
」〔
3162
〕（
六
十
三
歳
・
洛
陽
・
七
排
）
○
「
晩
帰
香
山
時
、
因
詠
所
懐
」〔
2988
〕

（
六
十
四
歳
・
洛
陽
・
五
古
）
○
「
詠
懐
」〔
2993
〕（
六
十
四
歳
・
洛
陽
・
五
古
）
○
「
詔

授
同
州
刺
史
、
病
不
赴
任
、
因
詠
所
懐
」〔
3224
〕（
六
十
四
歳
・
洛
陽
・
五
排
）
○
「
詠

懐
」〔
3232
〕（
六
十
四
歳
・
洛
陽
・
七
律
）
○
「
同
夢
得
和
思
黯
見
贈
、
来
詩
中
先
叙

三
人
同
讌
之
歓
、
次
有
歎
鬢
髪
漸
衰
、
嫌
孫
子
催
老
之
意
。
因
継
妍
唱
、
何
兼
吟

鄙
懐
」〔
3390
〕（
六
十
七
歳
・
洛
陽
・
七
律
）
○
「
書
事
詠
懐
」〔
3401
〕（
六
十
八
歳
・
洛

陽
・
五
排
）
○
「
病
中
詩
十
五
首
其
十
五
、
自
解
」〔
3422
〕（
六
十
八
歳
・
洛
陽
・
七
言

六
句
）
○
「
時
熱
少
見
客
、
因
詠
所
懐
」〔
3455
〕（
六
十
九
歳
・
洛
陽
・
五
排
）
○
「
老

病
幽
独
、
偶
吟
所
懐
」〔
3461
〕（
六
十
九
歳
・
洛
陽
・
七
律
）
○
「
感
秋
詠
意
」〔
3460
〕

（
七
十
歳
・
洛
陽
・
七
律
）
○
「
楊
六
尚
書
頻
寄
新
詩
、
詩
中
多
有
思
閑
相
就
之
意
。

因
書
鄙
意
、
報
而
諭
之
」〔
3495
〕（
七
十
歳
・
洛
陽
・
七
律
）
○
「
毎
見
呂
・
南
二
郎

中
新
文
、輒
竊
有
所
歎
惜
、因
成
長
句
、以
詠
所
懐
」〔
3639
〕（
七
十
三
歳
か
ら
七
十
四

歳
ま
で
・
洛
陽
・
七
律
）
○
「
斎
居
春
久
、
感
事
遣
懐
」〔
3638
〕（
七
十
四
歳
・
洛
陽
・

五
排
）。
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生
涯
に
お
け
る
制
作
状
況
に
つ
い
て
は
、二
十
七
歳
で
作
ら
れ
た
「
自
河
南
経
乱
、

関
内
阻
飢
、
兄
弟
離
散
、
各
在
一
処
。
因
望
月
有
感
、
聊
書
所
懐
、
寄
上
浮
梁
大
兄
、

於
潜
七
兄
、
烏
江
十
五
兄
、
兼
示
符
離
及
下

弟
妹
」〔
0691
〕
が
初
出
で
あ
り
、
死
の

前
年
と
な
る
七
十
四
歳
に
詠
わ
れ
た
「
斎
居
春
久
、感
事
遣
懐
」〔
3638
〕
が
最
後
の
作

品
と
し
て
指
摘
で
き
る
。
白
氏
の
詠
懐
詩
は
、
離
別
・
戦
乱
を
述
べ
る
詩
か
ら
始
ま

り
、
閑
適
・
惜
春
を
説
く
作
で
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。
二
十
代
（
三
首
）、
三
十
代
（
五

首
）、
四
十
代
（
十
七
首
）、
五
十
代
（
十
五
首
）、
六
十
代
（
十
一
首
）、
七
十
代
（
四
首
）

と
い
う
分
布
を
示
し
て
お
り
、
人
生
の
蹉
跌
を
経
験
す
る
に
従
っ
て
漸
次
多
作
さ
れ

て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
四
十
代
は
骨
肉
の
喪
失
や
江
州
へ
の
左
遷
な
ど
、
彼

の
身
辺
に
深
刻
な
出
来
事
が
連
続
し
て
発
生
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
が
詠
懐
詩
の
創

作
へ
と
駆
り
立
て
る
大
き
な
契
機
に
な
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
で
あ
ろ
う
。
詠

懐
詩
は
自
ら
の
人
生
を
真
剣
に
検
証
す
る
過
程
で
生
み
出
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

次
に
個
々
の
詩
篇
が
作
ら
れ
た
場
所
で
あ
る
が
、長
安
（
十
三
首
）、下

（
六
首
）、

江
州
（
八
首
）、
忠
州
（
一
首
）、
杭
州
（
五
首
）、
蘇
州
（
三
首
）、
洛
陽
（
十
七
首
）、
不

明
（
二
首
）
と
な
っ
て
お
り
、
長
安
勤
務
と
洛
陽
分
司
の
突
出
と
併
行
し
て
、
丁
憂
期

の
下

、
貶
謫
時
の
江
州
で
の
制
作
の
多
さ
が
改
め
て
注
目
さ
れ
る
。
身
心
の
負
的

環
境
下
に
あ
っ
て
、
詠
懐
詩
は
確
か
に
彼
の
支
え
に
な
っ
た
と
推
量
さ
れ
よ
う
。

最
後
に
採
用
さ
れ
た
詩
型
の
特
徴
で
は
、
五
古
（
二
十
二
首
）、
七
絶
（
二
首
）、
七

言
六
句
（
一
首
）
五
律
（
二
首
）、
七
律
（
二
十
二
首
）、
五
排
（
五
首
）、
七
排
（
一
首
）

と
な
っ
て
お
り
、
五
絶
と
七
古
で
の
作
例
が
皆
無
で
あ
る
こ
と
が
眼
を
引
く
。
題
材

の
心
象
構
造
と
詩
型
の
表
現
機
能
と
い
う
観
点
か
ら
も
留
意
さ
れ
る
。
白
氏
詠
懐
詩

は
、
五
言
古
体
詩
お
よ
び
七
言
律
詩
と
の
親
和
性
が
極
め
て
高
く
、
こ
の
様
式
選
択

に
は
恐
ら
く
、
居
易
自
身
の
明
確
な
意
志
が
働
い
て
い
よ
う
。
数
あ
る
詩
型
の
な
か

で
も
総
じ
て
五
言
古
体
詩
は
、
成
立
の
初
期
か
ら
、
美
刺
諷
諫
に
繋
が
る
公
的
な
政

治
理
念
の
表
明
、
あ
る
い
は
ま
た
、
人
生
を
如
何
に
生
き
る
べ
き
か
な
ど
私
的
な
処

世
観
を
開
陳
す
る
様
式
と
し
て
用
い
ら
れ
て
き
た
。
人
生
や
社
会
に
お
け
る
道
理
・

原
理
・
条
理
を
説
く
の
に
、
最
も
高
い
適
性
を
示
す
詩
型
と
し
て
、
中
国
の
文
学
者

に
認
識
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。こ
れ
に
対
し
て
七
言
律
詩
は
、杜
甫
の
出
現
に
よ
っ

て
急
速
に
進
展
し
た
詩
型
で
あ
り
、
そ
の
事
実
は
例
え
ば
、
七
律
連
作
「
詠
懐
古
跡

五
首
」
の
完
成
度
を
み
て
も
容
易
に
理
解
さ
れ
る
。
先
駆
け
と
も
言
え
る
杜
甫
を
引

き
継
ぐ
形
で
、白
居
易
が
七
言
律
詩
に
よ
る
詠
懐
詩
を
多
数
制
作
し
て
い
る
こ
と
は
、

詩
歌
の
継
承
と
発
展
と
い
う
観
点
か
ら
も
注
視
さ
れ
よ
う
。

こ
こ
ま
で
述
べ
て
き
た
全
体
の
創
作
傾
向
を
踏
ま
え
た
上
で
、
次
節
で
は
そ
の
内

容
や
詠
法
の
具
体
的
検
討
に
入
り
た
い
と
思
う
。
そ
し
て
最
終
的
に
は
、
白
居
易
の

人
生
に
お
い
て
詠
懐
詩
が
果
し
た
役
割
に
つ
い
て
、
確
認
で
き
た
複
数
の
論
点
を
提

出
し
て
み
た
い
。

　

 　

白
居
易
詠
懐
詩
の
考
察

白
氏
詠
懐
詩
五
十
五
首
は
、
説
理
と
抒
情
の
交
錯
が
最
も
わ
か
り
や
す
い
形
で
現

れ
る
作
品
と
言
っ
て
よ
い
。
そ
し
て
こ
の
説
理
的
抒
情
性
は
、
平
易
・
通
俗
・
暢
達

と
評
さ
れ
る
作
風
と
並
ん
で
、
居
易
の
文
学
に
一
貫
し
て
認
め
ら
れ
る
際
立
っ
た
特

色
で
も
あ
る
。
そ
れ
ら
の
作
品
を
通
読
し
て
最
初
に
指
摘
で
き
る
こ
と
は
、
三
十
歳

以
前
に
作
ら
れ
た
詩
篇
に
、
早
く
も
白
居
易
の
個
性
が
色
濃
く
滲
み
出
て
い
る
と
い

う
事
実
で
あ
る
。
既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
科
挙
及
第
前
の
無
名
時
代
の
詠
懐
詩
は
、

合
計
三
首
を
数
え
る
。
そ
し
て
そ
の
何
れ
も
が
、
七
律
・
五
律
・
七
絶
な
ど
の
近
体

詩
型
を
採
用
し
て
い
る
。
貞
元
十
六
年
二
十
九
歳
以
前
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ

る
五
言
律
詩
「
秋
暮
郊
居
書
懐
」〔
0685
〕
で
は
、自
ら
の
貧
と
病
に
つ
い
て
「
貧
家
愁

早
寒
」「
書
巻
病
仍
看
」
と
述
べ
、
最
終
二
句
を
「
若
問
生
涯
計
、
前
渓
一
釣
竿
」
で

結
ぶ
。
季
秋
か
ら
孟
冬
へ
と
移
り
変
わ
る
時
節
に
、
自
己
の
生
の
涯は

て

を
見
据
え
た
感

慨
が
吐
露
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、
ほ
ぼ
同
じ
頃
に
作
ら
れ
た
七
言
絶
句
で
は

次
の
様
に
詠
う
。

〔四〕
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①  

「
人
生
何
事
心
無
定
、宿
昔
如
今

0

0

0

0

意
不
同
。
宿
昔

0

0

愁
身
不
得
老
、如
今

0

0

恨
作
白
頭

翁
。」（「
代
鄰
叟
言
懐
」〔
0690
〕）。

鄰
に
住
む
叟
に
な
り
代
わ
り
、
そ
の
懐
い
を
述
べ
た
も
の
。
起
句
と
承
句
で
は
、

人
間
の
「
心
」「
意
」
の
変
わ
り
易
さ
を
提
起
し
、
続
く
転
句
と
結
句
で
は
、「
宿
昔
」

と
「
如
今
」
が
対
比
さ
れ
る
。
若
か
っ
た
昔
は
、
自
ら
の
身
体
が
老
境
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
悲
し
み
、
老
い
さ
ら
ば
え
た
今
で
は
、
す
っ
か
り

白
髪
の
老
翁
に
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
を
悔
や
ん
で
い
る
。
傍
点
部
分
に
示
し
た

連
鎖
は
、
七
言
音
数
律
「
○
○
○
○
・
○
○
○
」
が
持
つ
頭
重
脚
軽
四
拍
子
の
軽
快

な
節
奏
と
も
連
動
し
て
、
ま
る
で
流
水
の
よ
う
な
澱
み
な
い
心
象
を
作
り
上
げ
て
い

る
。
連
鎖
と
對
偶
こ
そ
は
白
居
易
が
最
も
得
意
と
し
た
二
大
修
辞
技
法
で
あ
る
。
こ

こ
で
詠
出
さ
れ
る
詩
的
説
理
は
、
時
間
へ
の
鋭
敏
な
感
覚
を
基
礎
と
し
て
お
り
、
確

か
に
後
年
多
作
さ
れ
る
詠
懐
詩
の
特
徴
を
よ
く
表
し
て
い
る
。
こ
の
意
味
で
、
悲
秋

を
主
題
と
す
る
「
早
秋
曲
江
感
懐
」〔
0406
〕「
感
秋
詠
意
」〔
3460
〕
も
無
視
で
き
な
い

が
、
こ
こ
で
は
①
と
同
じ
く
過
去
と
現
在
を
対
照
さ
せ
て
、
人
生
へ
の
思
索
を
深
め

た
一
首
を
紹
介
し
て
み
る
。
長
慶
二
年
五
十
一
歳
、
杭
州
刺
史
在
任
の
時
に
作
ら
れ

た
五
言
古
体
詩
で
あ
る
。杭
州
時
代
に
お
け
る
詠
懐
詩
の
代
表
作
に
位
置
づ
け
ら
れ
、

『
白
氏
文
集
』
巻
八
閑
適
四
に
収
め
ら
れ
る
。

②  

「
昔0

為
鳳
閣
郎
、
今0

為
二
千
石
。
自
覚
不
如
今0

、
人
言
不
如
昔0

。
昔0

雖
居
近
密
、

終
日
多
憂
惕
。
有
詩
不
敢
吟
、
有
酒
不
敢
喫
。
今0

雖
在
疎
遠
、
竟
歳
無
牽
役
。

飽
食
坐
終
朝
、
長
歌
酔
通
夕
。
人
生
百
年
内
、
疾
速
如
過

。
先
務
身
安
閑
、

次
要
心
歓
適
。
事
有
得
而
失
、
物
有
損
而
益
。
所
以
見
道
人
、
観
心
不
観
跡
。」

（「
詠
懐
」〔
0359
〕）。

昔
↓
今
↓
今
↓
昔
↓
昔
↓
今
と
時
間
軸
を
連
鎖
変
換
さ
せ
な
が
ら
、
長
安
の
中
舎

書
人
（
鳳
閣
郎
）
と
杭
州
の
刺
史
（
二
千
石
）
の
価
値
が
、
理
知
的
に
比
較
検
討
さ
れ

て
い
る
。
中
書
舎
人
か
ら
杭
州
刺
史
へ
の
外
任
転
出
は
、
当
時
の
長
安
に
お
け
る
政

治
力
学
に
あ
っ
て
、
実
質
的
に
は
左
遷
貶
謫
を
意
味
し
て
お
り⑪
、
本
詩
が
そ
の
複
雑

で
屈
折
し
た
心
情
を
背
景
に
詠
わ
れ
て
い
る
こ
と
を
見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ

う
。
こ
こ
で
は
白
居
易
五
十
代
の
閑
適
観
の
枢
要
が
、
自
己
解
説
的
に
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
人
生
は
一
瞬
だ
か
ら
、
先
ず
身
の
安
閑
に
務
め
、
次
に
心
の
歓
適
を
要も

と

め
る
。

そ
し
て
こ
の
世
の
事
物
に
は
得
失
損
益
が
付
き
も
の
だ
か
ら
、
心
の
状
態
を
よ
く
観

て
、
結
果
と
し
て
後
か
ら
付
い
て
く
る
跡
は
、
極
力
観
な
い
よ
う
に
す
る
。

白
居
易
は
自
分
の
主
体
的
な
努
力
に
よ
っ
て
管
理
で
き
る
も
の
（
主
観
た
る
心
）
と

管
理
で
き
な
い
も
の
（
客
観
た
る
跡
）
と
を
、
厳
密
に
区
分
し
て
詩
的
説
理
や
詩
的
思

索
を
展
開
し
て
い
く
。
②
は
詠
懐
と
閑
適
と
い
う
二
つ
の
題
材
が
通
底
し
、
こ
の
詩

人
独
得
の
説
理
的
抒
情
性
が
発
揮
さ
れ
て
い
る
作
例
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う

に
彼
の
詠
懐
詩
が
、
時
間
の
推
移
や
人
生
の
一
回
性
と
い
う
重
い
課
題
に
対
処
す
る

た
め
に
機
能
し
て
い
る
こ
と
は
、
特
に
強
調
さ
れ
て
よ
い
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
そ

の
萌
芽
は
、
詩
人
と
し
て
出
発
し
た
二
十
代
に
早
く
も
あ
っ
た
と
言
え
る
。

次
に
言
及
す
べ
き
は
彼
の
詠
懐
詩
が
、
自
己
の
身
心
を
苛
め
蝕
む
過
酷
な
生
活
環

境
の
も
と
で
、
よ
り
多
く
よ
り
積
極
的
に
作
ら
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
こ
う

し
た
負
的
状
況
下
の
第
一
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
家
族
と
の
死
別
に
象
徴
さ
れ
る
深

刻
な
喪
失
体
験
で
あ
る
。
居
易
の
母
陳
氏
は
元
和
六
年
四
月
三
日
に
、
長
安
宣
平
里

邸
に
お
い
て
五
十
七
歳
で
死
去
し
、
丁
憂
中
の
同
年
冬
に
は
、
続
い
て
三
歳
の
長
女

金
鑾
が
渭
村
下

宅
で
夭
逝
す
る
。
生
来
多
情
多
感
な
白
居
易
に
と
っ
て
、
突
然
に

し
か
も
連
続
し
て
襲
っ
た
骨
肉
と
の
死
別
離
は
、
堪
え
難
い
悲
哀
と
苦
痛
を
与
え
た

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
激
し
い
情
念
の
嵐
の
直
中
に
あ
っ
て
、
自
己
省
察
の

所
産
と
し
て
の
詠
懐
詩
が
次
々
と
生
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
愛
す
る
対
象
を
失
っ
た
苦

し
み
を
詠
う
次
の
二
首
は
、
下

服
喪
期
の
典
型
作
品
と
な
っ
て
い
る
。
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③  

「
朝
哭
心
所
愛0

、
暮
哭
心
所
親0

。
親
愛

0

0

零
落
尽
、
安
用
身
独
存
。
幾
許
平
生
歓
、

無
限
骨
肉
恩
。
結
為
腸
間
痛
、
聚
作
鼻
頭
卒
。
悲
来
四
支
緩
、
泣
尽
双
眸
昏
。

所
以
年
四
十
、
心
如
七
十
人
。
我
聞
浮
図
教
、
中
有
解
脱
門
。
置
心
為
止
水
、

視
身
如
浮
雲
。
斗
藪
垢
穢
衣
、
度
脱
生
死
輪
。
胡
為
恋
此
苦
、
不
去
猶
逡
廵
。

廻
念
発
弘
願0

、
願0

此
見
在
身
。
但
受
過
去
報
、
不
結
将
来
因
。
誓
以
智
恵
水
、

永
洗
煩
悩
塵
。
不
将
恩
愛
子
、
更
種
憂
悲
根
。」（「
自
覚
二
首
其
二
」〔
0484
〕）。

④  

「
寓
心
身
体
中
、
寓
性
方
寸
内
。
此
身
是
外
物
、
何
足
苦
憂
愛
。
况
有
假
飾
者
、

華
簪
及
高
盖
。
此
又
踈
於
身
、
復
在
外
物
外
。
操
之
多
惴
慄
、
失
之
又
悲
悔
。

乃
知
名
與
器
、
得
喪
倶
為
害
。
頽
然
環
堵
客
、
蘿
蕙
為
巾
帯
。
自
得
此
道
来
、

身
窮
心
甚
泰
。」（「
遣
懐
」〔
0230
〕）。

③
の
書
き
出
し
で
は
、
愛
・
親
・
親
愛
と
関

と
な
る
言
葉
を
繋
げ
、
本
詩
の
主

題
を
明
確
に
提
示
す
る
。
続
く
四
句
「
結
為
腸
間
痛
、聚
作
鼻
頭
卒
。
悲
来
四
支
緩
、

泣
尽
双
眸
昏
」
で
は
、
印
象
深
い
身
体
表
現
を
敢
え
て
四
つ
重
ね
る
こ
と
で
、
喪
に

服
す
る
作
者
の
苦
し
み
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
悲
痛
を
少
し
で
も
軽
減

し
よ
う
と
、
仏
教
が
説
く
解
脱
へ
と
思
い
が
到
る
の
で
あ
る
。
詩
の
後
半
に
み
え
る

誓
願
の
言
葉
に
再
び
連
鎖
表
現
を
用
い
た
こ
と
は
、
単
な
る
偶
然
で
は
な
い
で
あ
ろ

う
。
確
信
的
な
修
辞
法
に
よ
っ
て
仏
教
の
深
遠
な
教
理
が
説
き
起
こ
さ
れ
、
結
末
二

句
の
決
意
「
不
将
恩
愛
子
、
更
種
憂
悲
根
」
へ
と
結
ば
れ
て
い
る
。
同
じ
く
④
で
は

心
と
身
と
性
と
を
相
対
化
さ
せ
つ
つ
、
富
・
貴
・
名
に
象
徴
さ
れ
る
も
の
の
本
質
を

冷
静
に
分
析
し
、
終
に
は
「
自
得
此
道
来
、
身
窮
心
甚
泰
」
の
達
観
を
手
に
し
て
い

る
。
こ
の
作
家
に
と
っ
て
眼
前
に
あ
る
悲
哀
や
苦
痛
を
詩
に
詠
う
こ
と
は
、
自
ら
の

身
心
の
蘇
生
や
賦
活
を
企
図
す
る
上
で
も
、
ほ
と
ん
ど
必
須
の
営
み
で
あ
っ
た
こ
と

が
わ
か
る
。
こ
こ
で
は
確
か
に
、
情
が
理
に
よ
っ
て
知
的
に
統
御
さ
れ
て
い
る
。

詠
懐
詩
が
果
た
す
こ
う
し
た
自
己
蘇
生
の
機
能
は
、
天
子
側
近
の
官
僚
と
し
て
生

き
ん
と
す
る
白
居
易
が
、
政
治
的
失
脚
を
体
験
し
た
際
に
も
強
く
作
用
す
る
こ
と
に

な
る
。
彼
の
政
治
人
生
に
お
け
る
最
大
の
試
練
は
、
元
和
十
年
四
十
四
歳
で
味
わ
っ

た
江
州
司
馬
へ
の
左
遷
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
第
二
に
取
り
上
げ
た
い
の
は
、

こ
の
江
州
時
代
に
詠
わ
れ
た
一
連
の
詠
懐
詩
で
あ
る
。
例
え
ば
「
香
鑪
峯
下
新
置
草

堂
、
即
事
詠
懐
、
題
於
石
上
」〔
0303
〕
で
は
香
鑪
峯
の
北
、
遺
愛
寺
の
西
に
造
営
し
た

廬
山
草
堂
で
の
生
活
が
克
明
に
描
か
れ
、
そ
の
閑
適
の
世
界
を
構
成
す
る
要
素
と
な

る
白
石
・
清
流
・
松
竹
・
茶
園
・
飛
泉
・
白
蓮
・
酒
・
琴
等
々
を
並
列
さ
せ
た
後
で
、

「
興
酣
仰
天
歌0

、
歌0

中
聊
寄
言0

。
言0

我
本
野
夫
、
誤
為
世
網
牽
。
時
来
昔
捧
日
、
老
去

今
帰
山
。
倦
鳥
得
茂
樹
、
涸
魚
反
清
源
。
捨
此
欲
焉
往
、
人
間
多
険
難
」
と
結
論
づ

け
て
い
る
。
ま
た
こ
れ
と
は
別
に
政
治
の
中
心
、
権
力
の
中
枢
で
あ
る
帝
都
長
安
か

ら
追
放
さ
れ
た
身
の
上
に
言
及
す
る
二
首
で
は
、
次
の
様
に
詠
わ
れ
る
。

⑤  

「
常
聞
南
華
経
、
功
労
智
憂
愁
。
不
如
無
能
者
、
飽
食
但
遨
遊
。
平
生
愛
慕
道
、

今
日
近
此
流
。
自
来
潯
陽
郡
、
四
序
忽
已
周
。
不
分
物
黒
白
、
但
與
時
浮
沈
。

朝

夕
安
寢
、
用
是
為
身
謀
。
此
外
即
閑
放
、
時
尋
山
水
幽
。
春
遊
慧
遠
寺
、

秋
上
庾
公
楼
。
或
吟
詩
一
章
、
或
飲
茶
一
甌
。
身
心
一
無
繋
、
浩
浩
如
虚
舟
。

富
貴
亦
有
苦0

、苦0

在
心
危
憂
。
貧
賤
亦
有
楽0

、楽0

在
身
自
由
。」（「
詠
意
」〔
0298
〕）。

⑥  

「
冉
求
與
顔
淵
、
卞
和
與
馬
遷
。
或
羅
天
六
極
、
或
被
人
刑
残
。
顧
我
信
為
幸
、

百
骸
且
安
全
。
五
十
不
為
夭
、
吾
今
欠
数
年
。
知
分
心
自
足
、
委
順
身
常
安
。

故
雖
窮
退
日
、
而
無
戚
戚
顔
。
昔
有
栄
先
生
、
従
事
於
其
間
。
今
我
不
量
力
、

挙
心
欲
攀
援
。
窮
通
不
由
己
、
歓
戚
不
由
天
。
命
即
無
奈
何
、
心
可
使
泰
然
。

且
務
由
己
者
、省
躬
諒
非
難
。
勿
問
由
天
者
、天
高
難
與
言
。」（「
詠
懐
」〔
0328
〕）。

⑤
で
は
『
荘
子
』
雑
篇
列
御
寇
第
三
十
二
の
典
故⑫
を
援
用
し
な
が
ら
、
世
俗
的
に

無
能
な
人
材
は
拘
束
の
無
い
自
由
な
日
々
が
過
ご
せ
る
と
説
き
、「
富
貴
亦
有
苦
、
苦

在
心
危
憂
」「
貧
賤
亦
有
楽
、
楽
在
身
自
由
」
と
豪
語
し
て
み
せ
る
。
富
貴
と
貧
賤
、

苦
と
楽
、
心
と
身
、
危
憂
と
自
由
を
そ
れ
ぞ
れ
対
照
さ
せ
つ
つ
、
現
状
を
肯
定
す
る
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積
極
的
な
意
味
づ
け
が
な
さ
れ
て
い
る
。
続
く
⑥
で
は
冉
求
（
冉
耕
）・
顔
淵
・
卞
和
・

司
馬
遷
・
栄
啓
期
と
い
っ
た
先
人
の
例⑬
を
引
き
な
が
ら
、
彼
ら
と
自
分
の
境
遇
と
を

比
較
し
た
結
果
、先
ず
「
知
分
心
自
足
」「
委
順
身
常
安
」
の
二
つ
の
原
理
を
提
示
す

る
。
そ
し
て
さ
ら
に
検
討
を
進
め
て
、「
窮
通
不
由
己
」「
歓
戚
不
由
天
」「
命
即
無
奈

何
」「
心
可
使
泰
然
」「
且
務
由
己
者
」
と
い
う
五
つ
の
道
理
を
再
確
認
す
る
。
詩
を

詠
う
過
程
で
紡
ぎ
出
さ
れ
た
こ
れ
ら
七
つ
の
処
世
観
は
、
確
か
に
白
居
易
を
取
り
巻

く
現
実
世
界
へ
の
不
満
・
不
快
・
不
適
と
い
っ
た
感
情
を
手
懐
け
鎮
静
化
さ
せ
る
こ

と
に
成
功
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
。
主
観
と
客
観
は
截
然
と
分
離
し
て
位
置
づ
け
ら

れ
、
今
あ
る
自
分
に
で
き
る
こ
と
が
模
索
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

骨
肉
の
た
め
の
服
喪
と
江
州
へ
の
貶
謫
に
続
い
て
第
三
に
挙
げ
る
べ
き
は
、
自
ら

の
身
体
の
衰
老
や
疾
病
を
取
り
上
げ
る
詠
懐
詩
で
あ
る
。
こ
の
種
の
作
例
は
全

五
十
五
首
中
二
十
四
首
の
多
き
を
占
め
て
い
る
。日
々
衰
残
し
て
い
く
身
体
も
ま
た
、

こ
の
詩
人
に
は
看
過
で
き
な
い
詩
材
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。
年
齢
に
従
っ
て
劣
化
し

て
い
く
自
己
の
身
体
を
正
視
す
る
こ
と
は
、
概
し
て
苦
痛
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。

し
か
し
白
居
易
に
お
け
る
そ
れ
は
、
自
身
の
心
を
滅
入
ら
せ
る
も
の
で
は
な
く
、
む

し
ろ
逆
に
生
き
る
確
か
な
力
を
手
に
入
れ
る
有
効
な
手
段
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

こ
の
点
に
つ
い
て
は
彼
自
ら
以
下
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。

⑦  

「
房
伝
往
世
為
禅
客
、王
道
前
生
応
畫
師
。
我
亦
定
中
観
宿
命
、多
生
債
負
是
歌

詩
。
不
然
何
故
狂
吟
詠
、病
後
多
於
未
病
時
。」（「
病
中
詩
十
五
首
其
十
五
、自
解
」

〔
3422
〕）。

こ
こ
で
は
詩
人
の
前
世
を
話
題
に
し
、
房
琯
の
禅
客
や
王
維
の
画
師
に
触
れ
た
後

で
、
病
後
の
方
が
未
病
の
時
よ
り
む
し
ろ
詩
作
が
多
い
と
述
べ
、
そ
の
理
由
を
前
世

か
ら
の
宿
命
に
よ
っ
て
詩
歌
と
結
ば
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
断
じ
て
い
る
。
彼
に
は
悲

し
み
・
喜
び
・
苦
し
み
・
痛
み
の
全
て
が
、
主
体
的
に
詠
う
べ
き
対
象
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
居
易
が
自
分
を
詩
魔
と
称
す
る
所
以
で
あ
る
。
老
と
病
に
対
峙
し
て
詠
じ

ら
れ
た
詩
篇
を
四
首
だ
け
紹
介
し
て
み
る
。

⑧  

「
四
十
未
為
老
、
憂
傷
早
衰
悪
。
前
歳
二
毛
生
、
今
年
一
歯
落
。
形
骸
日
損
耗
、

心
事
同
蕭
索
。
夜
寢
與
朝

、
其
間
味
亦
薄
。
同
歳
崔
舎
人
、
容
光
方
灼
灼
。

始
知
年
與
貌
、
衰
盛
随
憂
楽
。
畏
老
老
轉
迫
、
憂
病
病
彌
縛
。
不
畏
復
不
憂
、

是
除
老
病
薬
。」（「
自
覚
二
首
其
一
」〔
0483
〕）。

⑨  

「
朝

多
不
飽
、
夜

常
少
睡
。
自
覚
寝
食
間
、
都
無
少
年
味
。
平
生
好
詩
酒
、

今
亦
将
捨
棄
。
酒
唯
下
薬
飲
、
無
復
曽
歓
酔
。
詩
多
聴
人
吟
、
自
不
題
一
字
。

病
姿
引
衰
相
、
日
夜
相
継
至
。
况
当
尚
少
朝
、
彌
慙
居
近
待
。
終
当
求
一
郡
、

聚
少
漁
樵
費
。
合
口
便
帰
山
、不
問
人
間
事
。」（「
衰
病
無
趣
、因
詠
所
懐
」〔
0576
〕）。

⑩  

「
日
覚
双
眸
暗
、
年
驚
両
鬢
蒼
。
病
応
無
処
避
、
老
更
不
宜
忙
。
徇
俗
心
情
少
、

休
官
道
理
長
。
今
秋
帰
去
定
、
何
必
重
思
量
。」（「
重
詠
」〔
2482
〕）。

⑪  

「
眼
漸
昏
昏
耳
漸
聾
、満
頭
霜
雪
半
身
風
。
已
将
心
出
浮
雲
外
、猶
寄
形
於
逆
旅

中
。
觴
詠
罷
来
賓
閤
閉
、
笙
歌
散
後
妓
房
空
。
世
縁
俗
念
消
除
尽
、
別
是
人
間

清
浄
翁
。」（「
老
病
幽
独
吟
所
懐
」〔
3461
〕）。

四
十
歳
か
ら
六
十
九
歳
ま
で
の
三
十
年
間
に
作
ら
れ
た
詠
懐
詩
で
あ
り
、
ど
れ
も

老
病
を
一
対
の
詩
材
に
し
て
い
る
点
に
特
色
が
あ
る
。
白
居
易
は
生
ま
れ
な
が
ら
に

頑
健
な
体
質
で
は
な
く
、
一
生
の
間
に
様
々
な
病
気
を
患
っ
て
い
る
。
そ
し
て
「
乗

衰
百
疾
攻
」（「
病
中
詩
十
五
首
其
一
、初
病
風
」〔
3408
〕）
と
い
う
厳
し
い
状
況
の
な
か
で
、

病
気
と
共
存
し
な
が
ら
「
一
病
息
災
」「
柳
に
雪
折
れ
無
し
」
の
生
涯
を
送
っ
た
の
で

あ
る
。
恐
ら
く
そ
の
多
情
多
感
も
ま
た
、
こ
の
身
体
状
況
か
ら
必
然
的
に
招
来
さ
れ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
服
薬
や
睡
眠
が
折
々
の
病
を
癒
し
た
の
と
同
等
か
或
い
は
そ

れ
以
上
に
、
詩
作
が
彼
の
身
心
を
上
向
か
せ
る
大
き
な
拠
り
所
に
な
っ
て
い
た
こ
と

は
、
例
え
ば
以
下
の
詩
句
か
ら
も
窺
い
知
れ
よ
う
。
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始
知
年
與
貌　
　

始
め
て
知
る
年
と
貌
と

衰
盛
随
憂
楽　
　

衰
盛
は
憂
楽
に
随
ふ
を

畏
老
老

0

0

0

転
迫　
　

老
を
畏
る
れ
ば
老
は
転ま

す

々
迫
り

憂
病
病

0

0

0

彌
縛　
　

病
を
憂
ふ
れ
ば
病
は
彌い

よ

々
縛
す

不
畏0

復
不
憂0　
　

畏
れ
ず
復
た
憂
へ
ず

是
除
老
病

0

0

薬　
　

是
れ
老
病
を
除
く
の
薬

蝉
聯
体
が
有
す
る
文
字
鎖
の
修
辞
法
を
駆
使
し
つ
つ
、
生
存
す
る
限
り
不
可
避
な

老
病
へ
の
対
処
法
が
、
自
分
を
納
得
さ
せ
る
形
で
叙
述
さ
れ
る
。
詩
歌
の
言
語
と
韻

律
に
即
し
な
が
ら
、一
つ
一
つ
の
現
象
が
生
起
す
る
筋
道
（
道
理
）
が
丁
寧
に
分
析
さ

れ
る
。
こ
の
種
の
詩
作
傾
向
は
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
そ
の
他
の
詩
句
「
病
応
無
処

避
、
老
更
不
宜
忙
」「
已
将
心
出
浮
雲
外
、
猶
寄
形
於
逆
旅
中
」「
世
縁
俗
念
消
除
尽
、

別
是
人
間
清
浄
翁
」
に
も
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
り
、
白
居
易
に
お
け
る
詠
懐
詩
の

意
義
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
こ
こ
で
も
詩
作
と
思
索
は
分
か
ち
難
く
結
び
付
い
て

お
り
、
生
き
て
い
く
上
で
必
要
な
意
味
や
価
値
が
、
詩
歌
創
作
の
過
程
で
次
々
と
産

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

白
氏
詠
懐
詩
で
最
後
に
論
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
自
ら
の
死
生
観
に
触
れ

る
作
品
で
あ
る
。
如
何
に
生
き
て
如
何
に
死
ぬ
か
は
、
居
易
が
終
生
抱
え
て
い
た
喫

緊
の
課
題
で
あ
り
、
当
然
な
が
ら
こ
の
題
材
詩
に
も
濃
い
影
を
投
げ
掛
け
て
い
る
。

東
晋
の
陶
淵
明
も
死
生
を
探
究
し
た
文
学
者
で
あ
る
が
、
中
唐
の
白
居
易
は
そ
の
直

系
の
継
承
者
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
関
係
す
る
四
首
を
掲
出
し
て
み
た
い
。

⑫  

「
黒0

頭
日
已
白0

、
白0

面
日
已
黒0

。
人
生0

未
死0

間
、
変
化
何
終
極
。
常
言
在
己
者
、

莫
若
形
與
色
。
一
朝
改
変
来
、
止
遏
不
能
得
。
况
彼
身
外
事
、
悠
悠
通
與
塞
。」

（「
諭
懐
」〔
0472
〕）。

⑬  

「
羲
和
走
馭

年
光
、不
許
人
間
日
月
長
。
遂
使
四
時
都
似
電
、争
教
両
鬢
不
成

霜
。
栄
銷
枯
去
無
非
命
、
壮
尽
衰
来
亦
是
常
。
已
共
身
心
要
約
定
、
窮
通
生
死

不
驚
忙
。」（「
遣
懐
」〔
1031
〕）。

⑭  

「
我0

知
世0

無
幻
、
了
無
干
世0

意
、
世0

知
我0

無
堪
、
亦
無
責
我0

事
。
由
茲
両
相
忘
、

因
得
長
自
遂

0

0

。
自
遂

0

0

意
以
貫
、
閑
官

0

0

在
閑
地

0

0

、
閑
地

0

0

唯
東
都

0

0

、
東
都

0

0

少
名
利
。

閑
官

0

0

是
賓
客

0

0

、
賓
客

0

0

無
牽
累
。

康
日
日
懶
、
畢
卓
時
時
酔
。
酒
肆
夜
深
帰
、

僧
房
日
高
睡
。
形
安
不
労
苦
、
神
泰
無
憂
畏
。
従
官
三
十
年
、
無
如
今
気
味
。

鴻
雖
脱
羅
弋
、鶴
尚
居
禄
位
。
唯
此
未
忘
懐
、有
時
猶
内
愧
。」（「
詠
懐
」〔
2984
〕）。

⑮  

「
我
年
日
已
老
、
我
身
日
已
閑0

。
閑0

出
都
門
望
、
但
見
水
與
山
。
関
塞
碧
巌
巌
、

伊
流
清
潺
潺
。
中
有
古
精
舎
、
軒
戸
無
扃
関
。
岸
草
歇
可
籍
、
逕
蘿
行
可
攀
。

朝
随
浮
雲
出
、
夕
與
飛
鳥
還
。
吾
道
本
迂
拙
、
世
途
多
険
艱
。
嘗
聞

呂
輩
、

尤
悔
生
踈
頑
。
巣
悟
入
箕
穎
、
皓
知
返
商
顔
。
豈
唯
楽
肥

、
聊
復
祛
憂
患
。

吾
亦
従
此
去
、
終
老
伊
嵩
間
。」（「
晩
帰
香
山
時
、
因
詠
所
懐
」〔
2988
〕）。

近
体
と
古
体
の
差
異
は
あ
る
も
の
の
、
對
偶
と
連
鎖
を
併
用
し
て
、
自
己
の
死
生

観
を
確
認
す
る
点
で
は
一
致
し
て
い
る
。
時
間
の
前
に
脆
弱
な
人
間
の
姿
を
、
移
り

ゆ
く
身
体
相
の
変
化
で
象
徴
さ
せ
、
自
ら
が
所
有
す
る
は
ず
の
肉
体
さ
え
儘
な
ら
な

い
現
実
か
ら
、
人
生
の
命
運
に
抗
う
こ
と
の
無
意
味
さ
を
説
く
⑫
。
同
じ
く
時
間
の

瞬
間
性
を
踏
ま
え
て
「
栄
銷
枯
去
無
非
命
、
壮
尽
衰
来
亦
是
常
」
と
述
べ
、
己
が
身

心
に
対
し
て
「
窮
通
生
死
不
驚
忙
」
と
誓
わ
せ
る
⑬
。
ま
た
東
都
太
子
賓
客
分
司
に

よ
っ
て
保
証
さ
れ
る
形
神
安
泰
の
生
き
方
を
肯
定
的
に
詠
う
⑭
。
伊
水
を
眼
下
に
臨

む
香
山
寺
の
風
景
を
描
写
し
た
後
で
、「
吾
道
本
迂
拙
、
世
途
多
険
艱
」
と
感
慨
を
漏

ら
し
、
こ
の
場
所
こ
そ
が
我
が
終
老
の
地
と
見
定
め
る
⑮
。

こ
れ
ら
四
首⑭
の
詩
情
に
は
等
し
く
、
対
象
へ
の
知
的
な
理
解
や
認
識
が
働
い
て
い

る
。
こ
う
し
た
深
い
思
索
と
内
省
は
、
白
居
易
の
詠
懐
詩
を
一
層
豊
饒
な
も
の
に
し

て
お
り
、
な
お
か
つ
こ
の
題
材
詩
が
本
来
的
に
含
み
持
つ
表
現
機
能
―
説
理
的
抒
情

性
―
を
最
大
限
に
高
め
て
い
る
と
考
え
て
よ
い
。
死
生
を
巡
る
深
刻
な
問
題
を
取
り
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上
げ
る
詠
懐
詩
が
、
白
居
易
に
と
っ
て
自
ら
が
生
き
る
方
向
を
指
し
示
す
大
き
な
力

に
な
っ
た
こ
と
は
疑
問
の
余
地
が
な
い⑮
。
こ
こ
に
は
確
か
に
情
を
理
に
よ
っ
て
統
制

し
管
理
す
る
独
自
の
詩
境
が
顕
現
し
て
い
る
。

　

 　

結
語

中
国
文
学
史
に
あ
っ
て
長
い
伝
統
を
有
す
る
詠
懐
詩
。
そ
の
始
原
と
な
る
阮
籍
の

作
品
は
、
合
計
九
十
五
首
の
連
作
詩
で
あ
り
、『
文
選
』
巻
二
十
三
詠
懐
の
部
に
は

十
七
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
事
実
は
中
国
歴
代
の
文
学
者
が
同
じ
題
材
を
選

択
す
る
際
に
、
先
行
す
る
阮
籍
の
存
在
を
強
く
意
識
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
。
彼
の
詠
懐
詩
で
は
、
幸
福
の
喪
失
は
必
然
の
も
の
で
あ
り
、
時
間
の
推

移
や
人
間
の
怨
毒
を
嫌
悪
し
、
世
界
を
蔽
う
不
幸
の
原
因
が
過
剰
な
も
の
へ
の
執
着

に
あ
る
と
説
い
て
い
る⑯
。

そ
の
よ
う
な
重
い
伝
統
の
あ
る
題
材
に
対
し
て
、
白
居
易
は
二
十
代
の
早
い
時
期

か
ら
作
詩
を
開
始
し
、
骨
肉
の
度
重
な
る
喪
失
、
地
方
閑
職
へ
の
左
遷
、
衰
老
疾
病

の
襲
来
、
死
生
へ
の
洞
察
な
ど
を
転
機
に
し
て
、
数
多
く
の
優
れ
た
詠
懐
詩
を
作
っ

て
い
る
。
時
間
の
推
移
や
人
生
の
一
回
性
に
触
発
さ
れ
て
、
人
が
生
き
て
い
く
過
程

で
不
可
避
な
難
題
を
理
知
的
に
考
察
し
、
そ
こ
か
ら
あ
る
べ
き
道
理
を
探
り
当
て
、

人
生
を
肯
定
し
再
受
容
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
点
は
孤
独
・
絶
望
・
焦
慮
・
悲
哀
・

嫌
悪
・
懐
疑
と
い
っ
た
下
降
方
向
の
幽
暗
な
感
情
を
詠
い
続
け
る
阮
籍
と
大
き
く
異

な
っ
て
い
る
。
白
居
易
は
詠
懐
詩
の
な
か
で
情
を
抒
べ
、
論
を
重
ね
、
理
を
説
き
、

そ
し
て
最
終
的
に
は
身
心
の
蘇
生
や
賦
活
ま
で
を
も
獲
得
し
て
い
る
。
こ
の
題
材
詩

も
ま
た
白
居
易
の
個
性
と
資
質
と
を
、
見
事
に
体
現
す
る
も
の
と
し
て
あ
っ
た
と
考

え
ら
れ
よ
う
。

〔
註
〕

①　

楴 
欽
立
輯
校
『
先
秦
漢
魏
晋
南
北
朝
詩
』（
中
華
書
局
、一
九
八
三
年
九
月
）〔
全
三

冊
〕
上
冊
、
魏
詩
巻
十
。

②　
『
文
選
』
で
は
「
翔
鳥
」
を
「
朔
鳥
」
に
作
る
。

③　
『
文
選
』
で
は
「
親
」
を
「
歓
」
に
作
る
。

④　

田
部
井
文
雄
・
上
田
武
『
陶
淵
明
集
全
釈
』（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
一
年
一
月
）〝
陶

淵
明
集
〞
解
題
十
一
頁
〜
十
六
頁
の
指
摘
に
拠
る
。

⑤　

袁
行
霈
『
陶
淵
明
集
箋
注
』
三
〇
七
頁
（
中
華
書
局
、
二
〇
〇
三
年
四
月
）
で
は
、

「
詩
曰
、
老
至
更
長
飢
。
顕
係
老
年
所
作
。
王
瑤
注
、
楴 
欽
立
注
皆
繋
於
宋
文
帝
元
嘉

三
年
丙
寅
（
四
二
六
）、
為
是
。
是
年
天
下
大
旱
且
蝗
」
と
説
き
、
陶
淵
明
七
十
五
歳

の
作
と
す
る
。

⑥　
「
斉
大
饑
。
黔
敖
為
食
於
路
、
以
待
餓
者
而
食
之
。
有
餓
者
、
蒙
袂
輯

、
貿
貿
然

来
。
黔
敖
、
左
奉
食
、
右
執
飲
、
曰
、
嗟
、
来
食
。
揚
其
目
而
視
之
曰
、
予
唯
不
食
嗟

来
之
食
、
以
至
於
斯
也
。
従
而
謝
焉
、
終
不
食
而
死
。
曽
子
聞
之
曰
、
微
與
。
其
嗟
也

可
去
、
其
謝
也
可
食
」。

⑦　
「
在
陳
絶
糧
、
従
者
病
、
莫
能
興
。
子
路
愠
見
曰
、
君
子
亦
有
窮
乎
。
子
曰
、
君
子

固
窮
、
小
人
窮
、
斯
濫
矣
。」。

⑧　

詳
細
は
松
浦
友
久
「
陶
淵
明
の
〝
有
会
而
作
〞
に
つ
い
て
―
〝
嗟
来
説
話
〞
と
〝
固

窮
説
話
〞
の
機
能
の
異
同
を
中
心
に
」（
松
浦
友
久
著
作
選
Ⅱ
『
陶
淵
明
・
白
居
易
論

　

抒
情
と
説
理
』、
研
文
出
版
、
二
〇
〇
四
年
六
月
）
を
参
照
。

⑨　

そ
の
他
の
作
例
と
し
て
は
「
写
懐
二
首
」（『
全
唐
詩
』
巻
二
二
二
）「
詠
懐
二
首
」

（
同
前
巻
二
二
三
）
が
指
摘
で
き
る
。

⑩　

同
様
の
指
摘
は
松
原
朗
『
漢
詩
の
流
儀　

そ
の
真
髄
を
味
わ
う
』（
大
修
館
書
店
、

二
〇
一
四
年
十
一
月
）
の
七
十
五
頁
〜
七
十
六
頁
で
も
な
さ
れ
て
い
る
。

⑪　

白
居
易
の
杭
州
刺
史
転
出
が
左
遷
で
あ
っ
た
事
実
に
つ
い
て
は
、芳
村
弘
道
『
唐
代

の
詩
人
と
文
献
研
究
』（
中
国
藝
文
研
究
会
、
朋
友
書
店
、
二
〇
〇
七
年
六
月
）
第
三

章
「
知
制
誥
・
中
書
舎
人
か
ら
杭
州
刺
史
へ
の
転
出
」
第
四
章
「
杭
州
刺
史
時
代
」
で

犀
利
な
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
。
併
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

⑫　
「
…
…
巧
者
労
而
知
者
憂
。
無
能
者
無
所
求
。
飽
食
而
遨
遊
。
汎
若
不
繋
之
舟
。
虚

而
遨
遊
者
也
。」。

⑬　

白
居
易
の
詠
懐
詩
が
言
及
す
る
他
の
先
人
と
し
て
は
、
賈
誼
・
張
翰
・
屈
原
・

康
・
畢
卓
・
阮
籍
・
呂
安
・
巣
父
・
四
皓
・
尚
平
・
向
長
・
陸
賈
・
陶
潜
・
房
琯
・
王

維
が
挙
げ
ら
れ
る
。

〔五〕
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⑭　

因
み
に
こ
れ
以
外
で
死
生
に
言
及
す
る
詩
篇
と
し
て
は
、「
…
…
為
学
空
門
平
等
法
、

先
斉
老
少
死
生
心
」（「
歳
暮
道
情
二
首
其
一
」〔
0898
〕）
が
指
摘
で
き
る
。

⑮　

白
居
易
の
別
集
で
あ
る
『
白
氏
文
集
』
大
集
は
、総
計
十
三
回
を
数
え
る
作
品
編
集

を
経
て
完
成
さ
れ
る
が
、長
慶
四
年
五
十
三
歳
の
時
の
第
三
次
編
集
（『
白
氏
長
慶
集
』

五
十
巻
の
完
成
）
で
は
、
諷
諭
・
閑
適
・
感
傷
・
雑
律
と
い
う
四
種
分
類
が
採
用
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
時
点
で
の
分
類
基
準
に
従
っ
て
詠
懐
詩
（
五
言
古
体
）
を
み
て
み
る

と
、閑
適
十
首
感
傷
九
首
と
い
う
分
布
に
な
っ
て
い
る
。
白
居
易
の
詠
懐
詩
は
閑
適
詩

と
感
傷
詩
の
相
互
に
跨
が
っ
て
お
り
、こ
の
事
は
重
要
な
示
唆
を
与
え
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
彼
に
と
っ
て
詠
懐
と
は
、閑
適
と
感
傷
の
何
れ
に
も
特
化
で
き
な
い
一
つ
の
独

立
し
た
必
須
の
題
材
で
あ
っ
た
こ
と
を
予
想
さ
せ
る
か
ら
で
あ
る
。

⑯　

阮
籍
詠
懐
詩
が
持
つ
特
色
と
傾
向
に
つ
い
て
は
、
吉
川
幸
次
郎
「
阮
籍
の
〝
詠
懐

詩
〞
に
つ
い
て
」（『
吉
川
幸
次
郎
全
集
第
七
巻
』、
筑
摩
書
房
、
一
九
八
四
年
九
月
）

を
参
照
。
白
居
易
詠
懐
詩
と
の
詩
想
の
違
い
が
特
に
注
意
さ
れ
る
。
ま
た
阮
籍
と
白
居

易
の
詠
懐
詩
に
、飲
酒
の
描
写
が
極
端
に
少
な
い
こ
と
も
留
意
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
は
ま

さ
し
く
詠
懐
詩
が
、
覚
醒
の
文
学
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

（
静
岡
大
学
学
術
院
人
文
社
会
科
学
領
域
教
授
）


